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佐 賀 大 学 の こ れ か ら 
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教 育 

ビジョン 
しなやかな知性と未知なる領域に踏み出す行動力を基盤に、多様な人々との

協働を通して持続可能な社会を構築できる人材を育成する。 

○背景

  佐賀大学は地域に根差した国立の高等教育機関として、社会（地域）の発展に寄与するととも

に、持続可能な社会を構築できる人材を育成しなければならない。 

予測困難な時代を生き抜くためには、弾力性を持ったしなやかな知性に加え、未知なる領域に

踏み出す行動力が求められる。持続可能な社会の構築には、固定観念にとらわれない創造的な発

想が必要である。本学は、しなやかな知性と未知なる領域に踏み出す行動力が修得できる教育活

動を展開するとともに、多様な価値観や背景を持つ人々との協働によって新しいアイデアや価値

を生み出す学修経験を重視した教育を目指す。 

アクション １-１．時代のニーズに対応した分野横断型の学位プログラムの構築

（ビジョンとの関係と到達イメージ） 

  持続可能な社会を構築するためには、複雑かつ急激に変化する社会の課題を自ら発見し、その

課題を解決しなければならない。そのためには、専門的な知識だけでなく、特定の分野に留まら

ない幅広い知識と多様な視点とともに、課題解決に導くためのスキルや能力を修得した人材の養

成が必要である。これを実現するために、多様な分野を持つ総合大学の強みを活かした分野横断

型の実践的な学位プログラムを構築する。 

到達イメージとしては、既存の教育分野の枠組みを超えた教育プログラムを新たに構築する。

それに向けて同プログラムの効果を最大化するための教員配置を行う。また、「何を教えるか」

から「何ができるようになるか」に教育目標を転換することにより、学修成果を可視的、構造的

に捉えられる仕組みを構築する。なお、学位プログラムの領域は様々なものが想定されるが、既

存の専門分野に限定する必要性は必ずしもない。社会で活躍するために基盤的な能力やスキルと

して求められる柔軟な思考技術やコンピテンシーの修得を教育目標とし、多様な学修経験を積む

ことができる学位プログラムを構築することも１つの在り方である。 

【関連する取組・プロジェクト】 

・ 学部等連係課程の導入

・ 新たな教育分野の創出  など 
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（方針）

成長産業の育成・集積や中小企業の持続的発展を進めるととも

に、若者の県内定着・回帰、本県産業を支える人材の育成・確

保に取り組みます。

（主な取組）

・戦略的企業誘致の推進

（デジタル、グリーン、ヘルスケア分野などの企業誘致）

・産業人材の育成・確保

（プロジェクト６５＋、ＵＪＩターン人材確保、ものづくり

人材やＤＸ・ＧＸ人材などの育成・確保 など）

・高等教育機関の充実

・産業ＤＸやＧＸの推進

（産業スマート化センター、ＧＸの伴走支援 など）

・スタートアップの発掘・育成

（個別指導プログラム、ビジネスプランコンテスト など）

・成長産業の育成・集積

（さが半導体フォーラム、コスメティック構想、ＤＸ・Ｇ

Ｘ、ＪＡＸＡとの連携による宇宙ビジネス など）

・ものづくり産業の振興

（生産性向上支援、ものづくりの魅力発信 など）

・中小企業の経営支援

（新事業展開等の支援、円滑な事業承継の推進 など）

・地域資源の磨き上げ（サガマリアージュ、コスメなど）など

⑥佐賀で輝く人材×産業の創出

（方針）

所得の向上が期待できる園芸農業を磨き上げ、稼ぐ農業を実現し、

次の世代につなげていきます。

（主な取組）

・経営力のある園芸農業の担い手の確保・育成

（トレーニングファームの取組拡大、企業・法人の農業参入推進 など）

・園芸団地の整備・拡大

（まとまった農地と団地入植者の確保 など）

・露地野菜の生産拡大

（集荷作業の省力化、新規品目導入の推進 など）

・果樹園地の拡大

（平坦地における園地整備、高品質生産方式の拡大 など）

・県育成品種の生産拡大とブランド化

（「いちごさん」、「にじゅうまる」などの生産拡大 など） など

⑦さが園芸８８８運動

設置等の趣旨（資料）－20
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年度別_項⽬別_連携数  H27 H28 H29 H30 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 総計

共同研究講座 1 1 2

共同研究 1 1 1 1 1 1 11 6 6 5 1 35

受託研究 1 1 2

寄附⾦ 3 2 5

コンサルティング 3 3

オープンキャンパス・イベント・講演 1 1 1 1 1 5

企業からのゲストスピーカー 1 1 2 1 5

総計 2 3 1 2 1 4 12 15 10 5 2 57

※複数年度にまたがるものは、開始年度で集計

佐賀⼤学における化粧品関連企業等との連携実績及び今後の計画

設置等の趣旨（資料）－21

sn8569
ハイライト表示

金子 雅也
テキストボックス
添付資料８



これまでの実績
⼀連番号 年度 項⽬ 連携内容 連携企業・⾃治体

1 2015 オープンキャンパス・イベント・講演 さがんルビーを使ったリップスティック制作 JCC・唐津東⾼校
2 2015〜2018 共同研究 ⽪膚細胞に関する共同研究 東洋新薬
3 2016〜2019 受託研究 唐津市地産コスメティック原料素材開発調査研究 唐津市、JCC
4 2016〜2021 共同研究 コスメティック天然原料開発に関する共同研究 唐津市-JCC-佐賀⼤学3者での共同研究
5 2016〜2024 オープンキャンパス・イベント・講演 化粧品関連の製作体験イベント JCC・リトコス
6 2017〜2021 共同研究 地産未利⽤植物資源を利⽤した乳化剤の開発に関する共同研究 JCC・岩瀬コスファ
7 2018 共同研究 地産資源を利⽤した乳化剤の製造に関する特許を共同出願、2022年権利化 唐津市
8 2018 オープンキャンパス・イベント・講演 JCC第4回産学交流セミナー美容・健康系シーズ発表会で発表 JCC・唐津市
9 2020〜2024 共同研究 ウラルカンゾウの育種・栽培に関する共同研 宏輝
10 2021 企業からのゲストスピーカー 農学部講義「コスメ産業学」 リトコス株式会社
11 2021 オープンキャンパス・イベント・講演 JCC第7回産学交流セミナー美容・健康系シーズ発表会で発表 JCC・唐津市
12 2021〜2024 共同研究 キクイモ機能性表⽰⾷品の開発に関する共同 アイティユー
13 2021-2024 共同研究講座 化粧品科学講座の設置 佐賀県
14 2022 共同研究 イオン性化合物のイオン導⼊による⽪膚浸透性 岩城製薬
15 2022 共同研究 ⼩林製薬製品からの特定化合物の⽪膚浸透性に関わる共同研究 ⼩林製薬
16 2022 共同研究 コテステロール製剤の⽪膚浸透性に関する共同研究 第⼀三共ヘルスケア
17 2022 企業からのゲストスピーカー 農学部講義「コスメ産業学」 資⽣堂
18 2022 共同研究 ⾙殻由来洗浄剤の開発 合同会社マトリックス
19 2022〜2023 共同研究 外部刺激と⽪膚の状態評価に関する共同研究 佐賀県⼯業技術センター/CIEL
20 2022〜2023 共同研究 化粧品製剤使⽤後の⾓層状態の把握に関する共同研究 ファンケル
21 2022〜2023 共同研究 ⾹料のカプセル化処⽅に関する共同研究 JIMOS
22 2022〜2023 共同研究 新規リン脂質の有効性に関する共同研究 ⼤⽯膏盛堂
23 2022〜2024 共同研究 ベシクルとミセルの製剤設計に関する共同研究 マンダム
24 2022〜2024 共同研究 聖徳⽯浸出液の⽪膚細胞に対する効果 ゼリア新薬
25 2022〜2024 共同研究 オールインワン化粧品の有⽤性評価に関する共同研究 新⽇本製薬
26 2023 共同研究 新規油剤の⽪膚浸透性に関する共同研究 シャネルR＆I
27 2023 コンサルティング 経⽪吸収に関する学術コンサルティング 富⼠フイルム
28 2023 寄附⾦ 化粧品科学講座への寄付 御⽊本製薬

佐賀⼤学における化粧品関連企業等との連携実績及び今後の計画（詳細）

設置等の趣旨（資料）－22



29 2023 寄附⾦ 化粧品科学講座への寄付 シャネルR＆I
30 2023 コンサルティング 新規技術の意⾒伺い 久光製薬
31 2023 共同研究 嬉野温泉の化粧品素材としての可能性 嬉野市観光課
32 2023 共同研究 佐賀県産茶の化粧品素材としての可能性 佐賀県茶業試験場
33 2023 共同研究 唐津の中⼭間地域の振興に向けた健康・美容機能を持つ新たな特産品づくり 唐津市、佐賀県、マインドコア、唐津パパ
34 2023 企業からのゲストスピーカー 農学部講義「コスメ産業学」 株式会社アクロ、JCC
35 2023 企業からのゲストスピーカー 農学部講義「コスメ産業学」 T.K合同会社
36 2023 コンサルティング 化粧品に関するコンサルティング JCC/キヌヤコスメ
37 2023〜2024 受託研究 ビタミン類の⽪膚浸透性に関する受託研究 レゾナック
38 2023〜2024 寄附⾦ 化粧品科学講座への寄付 光英科学研究所
39 2023〜2024 共同研究 佐賀県産素材の化粧品素材への応⽤ ジャパンコスメティックセンター/⽞海
40 2023〜2024 共同研究 ヘアケア商品開発に関する共同研究 NCY株式会社
41 2024 共同研究 ナノ粒⼦化技術に関する共同研究 ロート製薬
42 2024 共同研究 炭酸とビタミンの相互作⽤に関する共同研究 i-ne
43 2024 共同研究 事象敏感肌の肌状態に関する共同研究 エトヴォス
44 2024 共同研究 脂肪酸エステル油の⽪膚浸透性に関する共同研究 ⽇清オイリオ
45 2024 共同研究 ⽪膚細胞中の⽔状態と⽪膚⽣理学の関係に関する共同研究 第⼀三共ヘルスケア
46 2024 共同研究 新規製剤の経⽪吸収性に関する共同研究 岩城製薬
47 2024 寄附⾦ 化粧品科学講座への寄付 岩瀬コスファ
48 2024 寄附⾦ 化粧品科学講座への寄付 御⽊本製薬
49 2024 オープンキャンパス・イベント・講演 Threeブランドに利⽤するハーブの定植イベント 株式会社アクロ、JCC
50 2024 企業からのゲストスピーカー 農学部講義「コスメ産業学」 株式会社アクロ、JCC

今後の計画 今後の計画 今後の計画 今後の計画
今後の計画 今後の計画 今後の計画 今後の計画

⼀連番号 年度 項⽬ 連携内容 連携企業・⾃治体
51 2025 共同研究 ⽇本市場の開拓 Loreal USA
52 2025 共同研究 キクイモ機能性表⽰⾷品の開発に関する共同 アイティユー
53 2025 共同研究 ウラルカンゾウの育種・栽培に関する共同研究 宏輝
54 2025 共同研究 シャンプーの開発に関する共同研究 NCY株式会社
55 2025 共同研究 嬉野温泉の化粧品素材としての可能性 嬉野市観光課
56 2026 共同研究講座 化粧品科学講座の拡充 佐賀県
57 2026 共同研究 佐賀県産茶の化粧品素材としての可能性 佐賀県茶業試験場
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参考資料⑤︓OECD加盟国の⾼等教育機関の⼊学者に占める⼥性割合

出所：内閣府「Society5.0の実現に向けた教育・⼈材育成に関す
る政策パッケージ」（2022.4 ⼈材育成WG最終とりまとめ）

13
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都道府県コード
 

A.対面
 

B.オンライン
 

合計

01_北海道   3 3
08_茨城 2 1 3
10_群馬   1 1
11_埼玉   2 2
12_千葉   2 2
13_東京 6 6 12
14_神奈川   2 2
15_新潟   2 2
19_山梨   1 1
20_長野   2 2
21_岐阜   4 4
22_静岡   3 3
23_愛知 2 4 6
25_滋賀   3 3
26_京都   2 2
27_大阪   4 4
28_兵庫   4 4
29_奈良   1 1
32_島根   3 3
34_広島   4 4
35_山口   2 2
37_香川   2 2
39_高知   2 2
40_福岡 41 59 100
41_佐賀 48 32 80
42_長崎 13 10 23
43_熊本 9 5 14
44_大分 4 2 6
45_宮崎 2 9 11
46_鹿児島 3 7 10
47_沖縄 4 3 7
合計 134 187 321

イベント「未来発見オープンデイ」（R6.11.24）の実施状況について

※当日の参加申込を含む。

(19.6%)

(36.8%)(2.5%)
(17.1%)

(7.8%)

(13.1%)
63

1188
55

25

42

属性_表示
1.高校1年生

2.高校2年生

3.高校3年生

4.高卒認定

5.保護者（付添）

6.保護者（単独）

7.高校教員

8.一般の方

9.報道機関

女性 270

男性 48

A.対面 134

187
B.オンライン

40_福岡 100

41_佐賀 80
42_長崎 23

43_熊本 14

13_東京 12

45_宮崎 11
46_鹿児島 10

47_沖縄 7

44_大分 6
27_大阪 4

08_茨城 3
26_京都 2
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化粧品産業ビジョン 
 

 

～日本の先端技術と文化に基づいた Japan Beauty を世界に発信し、 

  人々の幸せ(well-being)と世界のサステナビリティに貢献する産業へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 4 月 

化粧品産業ビジョン検討会 
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２．化粧品産業ビジョン 

（１）全体像  

 ここでは、10 年後（短期）、30 年後（中長期）に化粧品産業を取り巻く世界はどのように変化し、

またその変化の中で日本の化粧品産業は如何にして継続的な成長を実現すべきか、将来に向けた「ビ

ジョン」を掲げるとともに、目指すべき方向性及び取り組むべきことについて、化粧品産業ビジョ

ン検討会での議論を踏まえ整理した。 

  

世界の変化（予測） 

 10 年後（短期） 30 年後（中長期） 

市場の変化 ●グローバル市場の拡大 

●消費者ニーズの多様化 

・Z世代、デジタルネイティブの台頭 

・超高齢化による健康志向の高まり 

・男性でもメイクをすることが一般化 

●デジタル経済圏の台頭 

●アジア圏の GDP 拡大（世界の 4割超に） 

●外国人比率の変化（外国人の増加）による

文化・嗜好の多様化 

●ジェンダーレス化・ジェンダーフリー化 

ライフスタイ

ルの変化 

●デジタルテクノロジーの進化 

・買い物の EC 化、キャッシュレス化 

・家電の IoT 化 

●衛生意識の向上 

 

●健康寿命の延伸 

●遺伝子情報による one to one ビジネスの

広がり 

●画像で外観が変えられる社会に 

●ロボット協働社会の到来 

地球環境への

対応に関する

変化 

●環境に配慮した製品の普及 

●エシカル消費の拡大 

●動物実験代替法の確立 

●脱炭素を実現する循環型社会の到来 

●科学によるエビデンスの重要度の拡大 

（注）化粧品産業ビジョン検討会での議論を踏まえて作成 

今後の化粧品産業の目指すべき方向性 

①国内需要のみに依存したビジネスモデルから脱却し、成長著しいアジアを中心とする海外需要を

取り込み、継続的な発展を実現する。 

⇒（取組１）新規需要を取り込んだビジネス戦略への転換 

 （取組２）流行に振り回されない絶対的「日本」ブランドの確立 

 （取組３）デジタル技術の活用を前提としたマーケティング戦略への転換 

 （取組４）産学官によるビジネス環境の整備 

 （取組５）更なる研究開発への取組 

②持続可能な社会の実現をリードする産業となる。 

⇒（取組６）多様な人材の活用 

 （取組７）SDGs への積極的な貢献 

＜ビジョン＞ 日本の先端技術と文化に基づいた Japan Beauty を世界に発信し、 

         人々の幸せ(well-being)と世界のサステナビリティに貢献する産業へ 
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2024年7月22日

近年、韓国化粧品は世界的な人気を博している。2021年の化粧品輸出額は過去最高を記録するとともに、フランス、
米国に次ぐ世界3位になった。さらに、直近の2023年の化粧品輸出額も2021年に次いで歴代2位の輸出額を記録するな
ど、今、韓国化粧品は世界的に注目を集めている。

そこで、韓国の化粧品産業について、2回にわたりレポートする。前編では、政府支援策と業界のプレイヤーを整理す
る。後編では、韓国の化粧品産業の強みと今後のトレンドについて分析していく。

政府主導の化粧品海外輸出・進出政策
韓国では、「K-ビューティー」（注1）を国の新たな輸出主力産業として成長させるため、政府が主導し、さまざまな
輸出・海外進出の支援策を講じている。2019年には、民間主導で成長を遂げていた化粧品産業を政府が主導すること
で、化粧品産業のさらなる成長を促進し、韓国を世界3大化粧品輸出国にすることなどを目標に掲げた「（K‐ビューテ
ィー）未来化粧品産業育成方案」を発表した。その後、2021年に同政策を補完した「K‐ビューティー革新総合戦略」
を発表した。そこでは、重点推進課題として「持続可能なK‐ビューティー革新技術開発」「K‐ビューティー産業のエコ
システム造成」「規制改善を通じた企業活動の支援」「戦略的な海外進出支援」の4項目を掲げ、これら課題を解消す
る計画を策定している（表参照）。

表：2021年「K-ビューティー革新総合戦略」概要
目標

項目 内容

輸出拡大および輸出先国の多様
化

輸出額 世界4位75億ドル（2020年）→目標：世界3位100億ドル（2024年）
ASEAN・インドなどアジア圏への輸出比率増加11.4％（2019年）→目標：20％（2024年）

グローバルリーディングカンパ
ニー
および強小企業（注）の育成

グローバル企業トップ1004社（2020年）→目標：7社（2024年）
売上高50億ウォン以上の企業200社（2019年）→目標：391社（2024年）

新規雇用9万3,000人の創出 雇用30万6,000人（2019年）→39万9,000人（2024年）

重要推進課題
項目 内容

持続可能なK-ビューティー革新
技術開発

主要輸出国ごとの肌・遺伝子データ基盤の構築
ビューティー産業の基盤技術の開発
クリーンビューティー・サステナブルな化粧品の開発および支援
基礎・汎用素材の国産化および皮膚科学の応用研究

K-ビューティー産業のエコシス
テム造成

化粧品産業支援インフラの構築（K-ビューティー総合コンサルティング提供）
ビューティー専門人材育成体系の構築
ビューティークラスターの造成
化粧品産業育成方案の制定推進

規制改善を通じた企業活動の支
援

オーダーメイド化粧品制度の活性化
表示・広告など規制の合理的改善
K-ビューティーブランドの保護

戦略的な海外進出支援 輸出有望国におけるプレゼンスの向上および市場開拓の高度化
新興国への進出支援
グローバル規制協力の強化、国際基準の先導および規制の緩和
K-ビューティー広報基盤の輸出競争力の向上

注：「小さいが強い企業」を意味する。
出所：政府資料（2021年1月27日）を基にジェトロ作成

さらに、2024年5月に食品医薬品安全処と法制処（いずれも国家行政機関）が「化粧品海外進出法令情報提供協力業務
協約」を締結し、食品医薬品安全処が保有する海外化粧品規制情報と法制処が保有する法令情報を基に、より有用な情
報提供の体制が整えられた。これにより、次の利点が生じる。まず、輸出に特化した国別規制・法令情報の提供だ。

地域・分析レポート

韓国化粧品が世界に躍進
K-ビューティーの軌跡と展望（1）
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参考資料④︓過去5年間の化粧品に関する消費⽣活相談状況について 12

出所：独⽴⾏政法⼈国⺠⽣活センター消費⽣活相談データベース設置等の趣旨（資料）－33
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フランス

◆設立１９９４年
◆フランス中部シャルトルを中心に
半径約150km圏内

◆企業・大学・研究者が集積

～世界最大級の化粧品産業集積地域～

フランスコスメティックバレー

コスメティック構想はなぜ生まれたのか
◆化粧品大国のフランスとの交流がきっかけ
フランスのコスメティックバレーの企業と佐賀県唐津市の企業とのビジネス

交流が契機として、2013年11月、唐津市を拠点に化粧品産業を集積する

産学官組織「ジャパンコスメティックセンター（JCC）」を設立

◆佐賀県の強み

• 成長著しいアジアの中心に位置する

• 唐津市を中心としたコスメ産業のクラスター  （OEM工場、検査分析、物流等）

• 佐賀県玄海町の薬用植物栽培研究所  （薬用植物の見本園 約100種類の植物）

• 豊かな自然環境  （化粧品のブランドイメージに寄与）

コスメティック構想とは
・コスメティック構想とは、豊かな自然環境と本物の地域資源があることを

活かし、唐津市・玄海町を中心とする佐賀県及び北部九州に美と健康に

関するコスメティック産業を集積させ、コスメティックに関連する自然由来

原料の供給地となることを目指すもの

・コスメティック産業に特化した支援は、行政として非常に珍しい取り組み

として業界の注目を浴びる

設置等の趣旨（資料）－34
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コスメティック産業の集積

学生

ブランド

OEM

原料

検査・
物流

大学・
研究

行政
小売

容器・
包装

JCC

（※）県内に立地するコスメ関連企業の一部を記載

唐津コスメパーク

・企業誘致により、県内に化粧品の輸入代行や成分分析会社、受託製造、

原料商社、容器・包装メーカー、保税倉庫を持つ物流会社など化粧品製造に

欠かせないプレイヤーが数多く集まっていることが特徴

・サプライチェーン整備によって、よりスムーズなものづくりを実現

◆サプライチェーン整備

◆産業クラスター形成

・企業間、更に産学官が相互連携することで、

強固なネットワークを構築

本州印刷

TOREMY

BLOOM

岩瀬コスファ

LUZ

CRECOS HOUSE

祐徳薬品工業

松浦通運

東洋新薬

三省製薬
東亜製薬

大石膏盛堂

ロイスサガシキ

東洋ビューティー

BEAUTYCLE

久光製薬
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加唐島産の椿油を使った
赤ちゃんも使える化粧品

唐津産のトマトと酒粕を
使ったクリーム

食用に栽培している白い
きくらげを使ったせっけん

ミカン花水を使った化粧品

自然由来原料の供給地

◆地産素材を使った商品開発

◆大手化粧品ブランドの原料開発プロジェクト

・ライフスタイルブランド「THREE」と、玄海町及び唐津市内の

耕作放棄地にて樹木を中心とした植物由来のコスメ原料等の開発で連携

×

◆持続可能な地域づくり

・毎年、耕作放棄地のミカンの木から地域の高校生等で

ミカンの花を収穫し、コスメ原料として供給

設置等の趣旨（資料）－36



佐賀県産素材を使ったのコスメ商品の事例

素材 ブランド 会社 商品カテゴリ PRトーク

加唐島産
ツバキ油 TBK

バーズ・
プランニング
（唐津）

石鹸
美容オイル
化粧水
クリームなど

加唐島に自生する希少価
値の高い天然ヤブ椿油を活
用。優れた保湿作用のある
オレイン酸を豊富に含む。

有明海苔
アスパラガス
エミュー油
からつ茶
酒粕 さが美人

久光製薬
（鳥栖）

シートマスク
化粧水

有明海苔＝みずみずしい肌
アスパラガス=ハリのある肌
エミュー油=しっとり潤う肌
からつ茶=キメの整った肌
酒粕=透きとおる肌

嬉野温泉水 DERMED

三省製薬
（鳥栖）

ホットジェル
パック

日本三大美肌の湯として知
られ、佐賀が誇る名湯・嬉野
温泉水をパックに。湯上りの
ようなつるすべ肌へ。

唐津産
白いきくらげ 白美の雫

グレイス
ファーム
（唐津）

石鹸

唐津産白いきくらげから抽出
した高い保水力・保湿力を
持つ成分を使用。
プルプルした触感が特徴。

さがんルビー
(グレープフルーツ)

イグニス
サニーサワーライン

アルビオン
※県外企業

クレンジング
洗顔
乳液
化粧水
美容液など

佐賀大学農学部とアルビオ
ンが共同開発した保湿成分
を持つさがんルビーエキスを
配合したスキンケア製品。

唐津産ウン
シュウミカン ネロリラボタニカ

ビーバイ・イー

※県外企業

美容液
化粧水
クレンジング
クリームなど

1年のうちたった5日ほどし
か咲かないウンシュウミカンの
花。毎年、唐津のミカン畑
耕作放棄地等で、高校生、
ボランティア等が収穫。

佐賀県の企業によるコスメ商品の事例

会社 ブランド 商品カテゴリ 特徴 PRトーク

大石膏盛堂
（鳥栖）

Satta

化粧水
洗顔料など

低刺激
保湿性

明治創業の医薬品メー
カーによるメンズコスメブラ
ンド。うるおい続く保湿力、
敏感肌にも使える優しい処
方。

ロイス
（みやき）

塩石鹸

石鹸

低刺激
目にしみない
溶けにくい
塩で防腐

アトピー肌に悩む創業者が
自身の使える石鹸として開
発。特許技術により製造時
に熱や水を使わない環境負
荷の低い石鹸。

三省製薬
（鳥栖）

IROIKU

美容液
色付美容液
ジェンダー
フリー

〇〇色の色付美容液。
色付の美容液によるメイク
アップ効果で外側から健や
かな印象にみせる。

ミゾタ
（佐賀）

604

化粧水
石鹸
クリーム
歯磨き粉 鹿角霊芝

エキス配合

独自技術の「加圧熱水処
理」で鹿角霊芝から抽出し
たエキスは、保湿成分を高
純度で含有。

アルビータ
（佐賀）

アスタルージュ

ローション
クリーム
ソープなど

ヘマトコッカ
ス藻の培養

清掃工場で回収したCO2
でヘマトコッカス藻を培養。
藻から生成される抗酸化力
の高いアスタキサンチンを配
合。

ESSENCE
（小城）

ESSENCE

オイル
ソープ
健康食品
など

知識とケアの
大切さを広
める講義を
開催

日本でデリケートゾーンケア
の文化を広める先駆者。
フェムケア関連の商品を展
開。
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◆海外輸出支援事業

◆海外クラスター連携事業

●スペイン
●イタリア

●フランス

●タイ
●中国台湾

●韓国

〔JCCと他団体との協定締結実績〕

2015年6月：スペイン（ビューティ・クラスター・バルセロナ）

2015年10月：イタリア（ポロ・テクノロジコ・デラ・コスメシ）

2015年10月：フランス（コスメティックバレー）

2016年8月：台湾（ビューティバレー）

2017年1月：タイ（コスメティック・クラスター）

2023年2月：韓国（IBITA）

世界に開かれた「コスメのまち」

海外バイヤーによるコンサルティングや
BtoB商談会の開催
テストマーケティングの実施
（フランス、シンガポール、台湾、タイ、マレーシア等）

化粧品輸出規制や海外マーケットに
関する企業向けセミナー開催

設置等の趣旨（資料）－38



日本一コスメビジネスがしやすいまち「コスメ県SAGA」
・佐賀県の強みを活かし、全国の自治体唯一の

美と健康に特化したアクセラレーションプログラムを

実施（２０２０年度～）

・県内外、海外企業等のスタートアップ企業が参加し、

これまで、累計４１社を支援

・コーディネータを配置し、県内企業、研究機関との

協業を支援。産業クラスター形成加速を目指す。

・本年度から県内企業とスタートアップとの協業による

新規事業創出を目指すオープンイノベーションプログラムを実施

高校生向けセミナー
（2021年度～）

化粧品科学共同研究講座開設
（2021年6月～）

研究開発・人材育成

・2021年から大手企業で最先端の技術開発に携わってきた

“コスメ研究の第一人者”である徳留教授を

佐賀大学へ迎え、佐賀の地から高品質な化粧品を開発

・県内の学生や若手研究者などコスメ業界の未来を担う

人材を育成

・佐賀大学が2026年4月に国内初の

コスメティック・サイエンス学環を

開設予定

佐賀大学 徳留嘉寛教授

設置等の趣旨（資料）－39



令和6(2024)年度

教養教育センター
履修の手引き
佐賀大学

設置等の趣旨（資料）－40
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目を便宜的に整理したものですので、どの区分から選択しても構いません。ただし、授業科目の内容によっては、受

講できない学科や課程、または学年が指定されている授業科目がありますので、選択する際には、シラバスをよく読

んで確認してください。また、後にも述べる「副専攻プログラム欧米の言語文化専攻―英語コース」、「副専攻プログ

ラム欧米の言語文化専攻―独語コース」及び「副専攻プログラム歴史文化専攻」の履修を認められた学生は、それ

ぞれのプログラムが指定する授業科目を優先して選択し、その上で、卒業に必要な基本教養科目の単位数を満た

すために必要な授業科目を選択してください。履修する順序は、特に指定がなければどの授業科目が先でも構いま

せん。 

佐賀大学 HP 時間割 http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/jikanwari.html 

5-3-5 授業科目の履修登録と抽選

履修を希望する基本教養科目の授業科目は、学期ごとに指定された期間内に履修登録をしなければなりません

が、各授業科目の履修希望者が使用する教室の収容可能な人数を超えた場合、また授業を効果的に行うために必

要な人数の制限を超えた場合には、抽選を行って履修者を決定します。もし、抽選に漏れた場合には、人数に余裕

のある別の授業科目への履修登録を行うことができます。 

佐賀大学 HP 教務日程 http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/schedule.html 

5-3-6 他大学との単位互換制度

本学は、佐賀県内の6大学・短大で構成する大学コンソーシアム佐賀に参加しており、これらの大学で履修した授

業科目の単位を本学の卒業要件単位数として認定する制度を作っています。詳細については、下記を参照してくだ

さい。 

佐賀大学 HP 単位互換 http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/tani.html 

5-4 インターフェース科目

5-4-1 インターフェース科目の目的

インターフェース科目は、「現代社会が抱える諸問題に目を向けて課題を発見し解決に取り組む姿勢を養い、社

会に対応するための知識・技術・技能や社会を生きるための力を身に付けることにより、学士課程教育で得た知識・

技能を社会において十分に活かし、将来にわたり個人と社会との持続的発展を支える力を培う」ことを目標としてい

ます。すなわち、インターフェース科目は、専門の知識・技術・技能を身につけた皆さんが、そうした知識・技術・技能

を社会に活かすための能力を培うための科目です。 

5-4-2 インターフェース科目の構成

インターフェース科目は、関連する4つの授業科目からなる「インターフェースプログラム」と、プログラムの担当教

員が必要に応じて開講する「インターフェース演習」とで構成されています。プログラムの授業科目は、インターフェ

ースプログラム名にⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの番号が付されています。インターフェースプログラムの授業科目は、講義だけで

なく、学生自らが主体的に参加する演習、調査、報告あるいは対話などを組み合わせ、「アクティブ・ラーニング」を

志向します。 

設置等の趣旨（資料）－41
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5-4-3 インターフェースプログラムの履修方法

インターフェースプログラムは、複数のプログラムから1つのプログラムを選択して登録します。登録したインターフ

ェースプログラムでは、授業科目のⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳを、原則として順次履修します。インターフェースプログラムでは、

関連した4つの授業科目（8単位）をすべて修得しなければなりません。 

5-4-4 インターフェースプログラムの登録

インターフェースプログラムの登録を、履修登録とは区別して「プログラム登録」と呼びます。プログラム登録は、原

則として、1年次の後学期の終わりまでに行わなければなりません。各インターフェースプログラムの内容、履修の申

し込み期間、履修者決定方法等についてはホームページ及び掲示板に掲載しますので、注意しておいてください。

プログラム登録していないインターフェースプログラムの授業科目を履修することはできません。また、インターフェー

スプログラムの授業科目の履修には、プログラム登録とは別に、科目ごとの履修登録が必要です。2年次後学期以

降に転入学、編入学、再入学した学生は、3年次の前学期にプログラム登録を行うことができます。 

1年次後学期 3月末 

5-4-5 インターフェース演習科目

「インターフェース演習」の授業科目は、インターフェースプログラムの教育内容をさらに深めるために、必要に応

じて、インターフェースプログラムの担当教員が開講します。インターフェース演習の授業科目を開講する際には、

ホームページ又は掲示によって履修希望者を募ります。また、インターフェース演習の授業科目で修得した単位を、

インターフェースプログラムの授業科目の単位として認めることがあります。詳しくは、プログラム担当の教員に相談し

てください。 

5-5 遠隔授業の履修について

遠隔授業の履修により修得した単位は、卒業に必要な単位数へ算入できる数に上限があります。具体的な上限数

は、学部学科により異なりますが、そのうち教養教育科目については26単位までと決まっています。上限数を超えて

修得した単位は、卒業要件外となります。教養教育科目、とりわけ基本教養科目の履修計画を立てる際には注意し

てください。 

なお、ここでいう遠隔授業とは、全授業回数のうち半分以上を遠隔でしか受講できない授業のことを指します。どの

科目が遠隔授業に該当するのかについては、学期毎に発表される時間割により確認してください。 

プログラムの希望登録 インターフェース科目の履修登録プログラムの内容説明

ホームページ及び掲示で詳細を

お知らせ

プログラムは抽選により決定 プログラム登録だけでは履修登録したことには

なりません

設置等の趣旨（資料）－42
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6 特定の教育プログラム 

教養教育センターでは、教養教育科目などを利用して、特定の教育目的をもった教育プログラムを実施していま

す。これらのプログラムは、教養教育の教育目的を果たしながら、同時に特定の教育目的を追求するものです。 

 

6-1 佐賀大学データサイエンス教育プログラム（リテラシーレベル） 

本プログラムは、日常生活や仕事等の場で数理・データサイエンス・ＡＩを利活用できる基礎的素養を身に付け、こ

れらを問題解決や他者との円滑なコミュニケーション等に正しく活用できる人材を育成することを目的としています。

本プログラム修了者には、卒業時に修了証を発行します。 

本プログラムでは、以下の学習到達目標を定めています。 

1 社会におけるデータ・AI利活用 

1.1 データ・AIがもたらす社会の変化やAIを活用したビジネス/サービスを知り、数理・データサイエンス・AIを

学ぶことの意義を理解する。 

1.2 収集されているデータの種類やその活用事例を知る。 

1.3 データ・AI活用領域の広がりを理解し、データ・AIの活用事例を知る。 

1.4 データ・AIの活用を支える技術の概要およびAIの可能性と限界を知る。 

1.5 データ・AIの活用とそれによる価値創造の現状を知る。 

1.6 データ・AIの利活用における最新動向を知る。 

2 データリテラシー 

2.1 データを適切に読み解く力を身に付ける。 

2.2 データを適切に説明する力を身に付ける。 

2.3 データを扱うための基本的な能力を身に付ける。 

3 データ・AI利活用における留意点 

3.1 データ・AIを利活用する際の倫理と法を理解する。 

3.2 データ駆動型社会における脅威（リスク）を理解する。 

3.3 データを守るために留意すべき事項を理解する。 

 

本プログラム（リテラシーレベル）は、全学部で必修となっており、卒業に必要な単位をすべて修得すると、自動的

に本プログラムも修了できます。本プログラムの授業科目と必要な単位数は以下の表のとおりです。所属学部によっ

て授業科目が異なりますが、本プログラムの該当部分については、共通の内容となっています。 

 

佐賀大学データサイエンス教育プログラム（リテラシーレベル）の修了に必要な授業科目と単位数 

対象学部 教育科目の区分 授業科目 単位数 修了要件 

教育学部 教養教育科目 情報基礎概論 2 必修 

芸術地域デザイン学部 教養教育科目 情報基礎概論 2 必修 

経済学部 

教養教育科目 
大学入門科目 2 必修 

情報基礎概論 2 必修 

専門教育科目 

基本統計学 2 必修 

基本ミクロ経済学 2 必修 

基本経営学 2 必修 

基本法学 2 必修 

医学部 教養教育科目 情報基礎概論 2 必修 

設置等の趣旨（資料）－43
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上記に関わらず、理工学部及び農学部の3年次編入学生については、次の表のとおりとなります。 

* 理工学部については、コースごとに指定された授業科目を履修します。 

 

6-2 佐賀大学データサイエンス教育プログラム（応用基礎レベル） 

本プログラムは、数理・データサイエンス・AIに関する基礎能力を有するとともに、これを自らの専門分野や関連分

野などへ応用して、課題解決や価値創造などに活かせる人材を育成する。することを目的としています。本プログラ

ム修了者には、リテラシーレベル同様、卒業時に修了証を発行します。 

本プログラムでは、以下の学習到達目標を定めています。 

1 データサイエンス基礎 

1.1 データ駆動型社会においてデータサイエンスを学ぶことの意義を理解する。 

1.2 分析目的に応じ、適切なデータ分析手法、データ可視化手法を選択できる。 

1.3 データ・AI利活用に必要な数学の基礎を理解する。 

1.4 データ・AI利活用に必要なアルゴリズムの基礎を理解する。 

2 データエンジニアリング基礎 

2.1 データを収集・処理・蓄積するための技術の概要を理解する。 

2.2 コンピュータでデータを扱うためのデータ表現の基礎を理解する。 

2.3 データ・AI利活用に必要なプログラミングの基礎を理解する。 

3 AI基礎 

3.1 AIのこれまでの変遷、各段階における代表的な成果物や技術背景を理解する。 

3.2 AIが社会に受け入れられるために考慮すべき点を理解する。 

3.3 自らの専門分野にAIを応用する際に求められるモラルや倫理について理解する。 

3.4 機械学習、深層学習等の基本的な概念を理解する。 

3.5 複数のAI技術が組み合わされたAIシステムの例を説明できる。 

3.6 AI技術を活用し、課題解決に活かすことができる。 

 

本プログラム（応用基礎レベル）は、理工学部と農学部で必修となっており、卒業に必要な単位をすべて修得する

と、自動的に本プログラムも修了できます。一方、教育学部、芸術地域デザイン学部、経済学部及び医学部の４学

部では、希望する学生だけが履修できるようになっています。基本教養科目の「AI・数理・データサイエンスⅠ」を履

修登録することで、プログラム受講生として登録されます。本プログラムの授業科目と必要な単位数は以下の表のと

理工学部 専門教育科目 

理工リテラシーS1 1 必修 

理工リテラシーS2 1 必修 

データサイエンスⅠ 2 必修 

データサイエンスⅡ 2 必修 

農学部 教養教育科目 情報基礎概論 2 必修 

対象学部 教育科目の区分 授業科目 単位数 修了要件 

理工学部* 専門教育科目 

AI・数理・データサイエンスリテラシーS 1 

選択必修 
AI・数理・データサイエンスリテラシーL 2 

データサイエンスⅠ 2 

データサイエンスⅡ 2 

農学部 専門教育科目 情報リテラシー学 2 必修 
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おりです。所属学部によって授業科目が異なりますが、本プログラムの該当部分については、共通の内容となってい

ます。 

 

佐賀大学データサイエンス教育プログラム（応用基礎レベル）の修了に必要な授業科目と単位数 

 

対象学部 教育科目の区分 授業科目 単位数 修了要件 

教育学部 教養教育科目 
AI・数理・データサイエンスⅠ 2 必修 

AI・数理・データサイエンスⅡ 2 必修 

芸術地域デザイン学部 教養教育科目 
AI・数理・データサイエンスⅠ 2 必修 

AI・数理・データサイエンスⅡ 2 必修 

経済学部 

教養教育科目 
AI・数理・データサイエンスⅠ 2 必修 

AI・数理・データサイエンスⅡ 2 必修 

専門教育科目 

基本統計学 2 必修 

経済数学 2 必修 

統計学 2 必修 

統計学演習 2 必修 

計量経済学 2 必修 

マーケティングリサーチ 2 必修 

プログラミング 2 必修 

医学部 教養教育科目 
AI・数理・データサイエンスⅠ 2 必修 

AI・数理・データサイエンスⅡ 2 必修 

理工学部 専門科目 

微分積分学Ⅰa 2 必修 

微分積分学Ⅰb 2 必修 

線形代数学Ⅰa 2 必修 

線形代数学Ⅰb 2 必修 

微分積分学Ⅱa 2 必修 

微分積分学Ⅱb 2 必修 

線形代数学Ⅱa 2 必修 

線形代数学Ⅱb 2 必修 

データサイエンスⅠ 2 必修 

データサイエンスⅡ 2 必修 

コンピュータプログラミング 2 必修 

サブフィールド PBL 3 必修 

理工リテラシーS3 1 必修 

農学部 

教養教育科目 
AI・数理・データサイエンスⅠ 2 必修 

AI・数理・データサイエンスⅡ 2 必修 

専門教育科目 

基礎数学 2 
2 単位選択必

修 
基礎統計学 2 

生物統計学 2 
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「コスメティックサイエンス」の名称を使った教育組織を置く海外の⼤学および学術論⽂誌等

海外の⼤学
国名 ⼤学名 課程名称 課程名称_和訳 学位
アメリカ ロングアイランド⼤学 Pharmaceutics with Specialization in Cosmetic Science コスメティックサイエンスを専⾨とする薬剤学 修⼠

フェアリー・ディキンソン⼤学 Cosmetic Science MS コスメティックサイエンス 修⼠
トレド⼤学 Cosmetic Science and Formulation Design コスメティックサイエンスおよび製剤デザイン 学⼠
シンシナティ⼤学 Master of Science in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 修⼠
スペルマン⼤学 Cosmetic Science Program コスメティックサイエンスプログラム 学⼠

カナダ セネカカレッジ CSPC Cosmetic Science CSPCコスメティックサイエンス 修⼠
イギリス サンダーランド⼤学 BSc in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 学⼠

デ・モンフォート⼤学 Pharmaceutical and Cosmetic Science 薬学およびコスメティックサイエンス 学⼠
リバプール・ジョン・ムーアズ⼤学 Master of Science in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 修⼠
ロンドン・カレッジ・オブ・ファッション Cosmetic Science コスメティックサイエンス 学⼠
レディング⼤学 BSc Chemistry with Cosmetic Science 化学およびコスメティックサイエンス 学⼠
キール⼤学 Cosmetic Science - BSc コスメティックサイエンス 学⼠
ブラッドフォード⼤学 Pharmaceutical and Cosmetic Science 薬学およびコスメティックサイエンス 学⼠

ドイツ ハンブルク⼤学 Masterʼs in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 修⼠
イタリア シエナ⼤学 Master in Cosmetic Science and Technology コスメティックサイエンスおよびテクノロジー 修⼠

ボローニャ⼤学 Master in Advanced Cosmetic Sciences 先端コスメティックサイエンス 修⼠
ミラノ⼤学 Master's Degree in Cosmetic Industrial Science コスメティック産業サイエンス 修⼠

スペイン カタルーニャ国際⼤学 Master's Degree in Cosmetic Science and Engineering コスメティックサイエンスおよび⼯学 修⼠
ニュージーランド リンカーン⼤学 Bachelor in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 学⼠
中国 北京⼯商⼤学 Masterʼs in Cosmetic Science and Technology コスメティックサイエンスおよびテクノロジー 修⼠
タイ メーファールアン⼤学 School of Cosmetic Science コスメティックサイエンス 学⼠、修⼠
マレーシア UCSI⼤学 Diploma in Cosmetic Science コスメティックサイエンス 学⼠
シンガポール シンガポールポリテクニック Diploma in Perfumery and Cosmetic Science ⾹⽔およびコスメティックサイエンス 学⼠
パキスタン ジアウディン⼤学 BS in Cosmetic Sciences コスメティックサイエンス 学⼠

学術論⽂誌
国名 出版社 誌名 誌名_和訳 創刊年
アメリカ ワイリー International Journal of Cosmetic Science コスメティックサイエンスの国際ジャーナル 1979
アラブ⾸⻑国連邦 ベンサムサイエンス Current Cosmetic Science 現在のコスメティックサイエンス 2022
アメリカ 化粧品化学者協会 Journal of Cosmetic Science コスメティックサイエンスのジャーナル 1947
⽇本 ⽇本⾹粧品学会 Journal of  Japanese Cosmetic Science Society ⽇本⾹粧品学会誌 2012
⽇本 株式会社ソフィアリンクス Cosmetic Science コスメティックサイエンス 2024

教科書
国名 出版社 書名 書名_和訳 発⾏年
オランダ エルゼビア Cosmetic Science and Technology: Theoretical Principles and Applications コスメティックサイエンスと技術:理論的原理と応⽤ 2017
イギリス 王⽴化学会 Discovering Cosmetic Science コスメティックサイエンスの発⾒ 2020
アメリカ CRCプレス Handbook of Cosmetic Science and Technology  5th ed コスメティックサイエンス技術のハンドブック第5版 2022
インド IPイノベーティブ・パブリケーション Textbook of Cosmetic Science コスメティックサイエンスの教科書 2023
インド シャシュワット出版 A Textbook of Cosmetic Science コスメティックサイエンスの教科書 2024
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No 開講大学 科目名 開講時期
曜日
校時

授業形式 カテゴリ
受入
定員

授業概要等 他大学生による履修上の注意

1
佐賀大学
（本庄）

農学の世界Ａ 前学期 木２ 対面のみ 教養科目 5人

本授業では、農業従事者が生活する農村における生活環境及び自然環
境と人々の活動との関連について学びます。
講義では人々の生活や農業に欠かすことのできない水（質・量）や大気に
関する佐賀県内での事例を中心について講義します。

2
佐賀大学
（本庄）

ドイツの言語と文化Ⅰ 前学期 水１
対面及び

e-Learning
教養科目 5人

本講義はドイツ語の初級文法の習得が目的です。教科書を用いて初級文
法の解説と表現の演習をします。文法事項は佐賀大学のe-learningシス
テムを通じて課題を提出する形で学習を進め、教室では発音練習に重点
を置く対面授業を実施します。教室での対面授業は第2回目から始まりま
す。第1回目は各自でe-learningシステムにログインして課題を提出してく
ださい。毎回の文法説明は指定した辞書と教科書を連動させた形で進め
ます。

教科書は佐賀大学生協で購入できます。

3
佐賀大学
（本庄）

ドイツの言語と文化Ⅰ 前学期 水３
対面及び

e-Learning
教養科目 5人

本講義はドイツ語の初級文法の習得が目的です。教科書を用いて初級文
法の解説と表現の演習をします。文法事項は佐賀大学のe-learningシス
テムを通じて課題を提出する形で学習を進め、教室では発音練習に重点
を置く対面授業を実施します。教室での対面授業は第2回目から始まりま
す。第1回目は各自でe-learningシステムにログインして課題を提出してく
ださい。毎回の文法説明は指定した辞書と教科書を連動させた形で進め
ます。

教科書は佐賀大学生協で購入できます。

4
佐賀大学
（本庄）

ドイツの言語と文化Ⅰ 前学期 木１
対面及び

e-Learning
教養科目 5人

本講義はドイツ語の初級文法の習得が目的です。教科書を用いて初級文
法の解説と表現の演習をします。文法事項は佐賀大学のe-learningシス
テムを通じて課題を提出する形で学習を進め、教室では発音練習に重点
を置く対面授業を実施します。教室での対面授業は第2回目から始まりま
す。第1回目は各自でe-learningシステムにログインして課題を提出してく
ださい。毎回の文法説明は指定した辞書と教科書を連動させた形で進め
ます。

教科書は佐賀大学生協で購入できます。

5
佐賀大学
（本庄）

ドイツ文学Ａ 前学期 集中 対面のみ 教養科目 5人

　読書を通じて異文化への興味を高めることを目指す授業です。ドイツ語
圏の代表的な文学から２作品を取り上げ、作品が成立した背景や作者に
ついて学び、内容や表現の分析を通じて様々な角度から作品を味わいま
す。
　今回取り上げるのは次の２作品です。
●ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ『若きウェルテルの悩み』
●ベルンハルト・シュリンク『朗読者』

6
佐賀大学
（本庄）

コミュニケーション論 前学期
常時

受講可

e-Learning
（オンライ

ン）
教養科目 30人

　本科目は、総合的なコミュニケーション能力の向上につながる基本的な
知識や技能を修得するための講義を行う。基礎理論、言語、非言語コミュ
ニケーション、対人的コミュニケーションから異文化コミュニケーションまで
を包括的に取り扱う。講義は複数名の教員で担当するオムニバス形式の
授業である。

佐賀大学のe-Learningシステムにアクセスして
受講。

7
佐賀大学
（本庄）

西洋史 前学期 水２
対面及びオ
ンデマンド

教養科目 5人

　近現代ヨーロッパ（フランス）の歴史をさまざまなトピックに分けて学んで
いく。現代社会には教育、家族、宗教、移民、言語、政治などの分野にお
いて、さまざまな社会問題が存在し、これらの社会問題の起源・本質を知
るために19世紀のヨーロッパの歴史を考察する。また、同時代の日本の
歴史を比較検討することで、近現代の歴史についてグローバルに学んで
いく。

担当者の業務の都合により、第1回授業
（4/10）、第3回授業（4/24）、第7回授業（5/29）、
第9回授業（6/12）、第11回授業（6/26）、第13回
授業（7/10）
は動画配信のオンデマンド授業を実施いたしま
すので、ご了承ください。

8
佐賀大学
（本庄）

サッカーの歴史と技法 前学期 水３ 対面のみ 教養科目 5人

　サッカーを取り巻くあらゆる諸相を取り上げ、様々な観点からサッカー競
技の課題研究・分析する科目である。主にグループワークが中心となる
が、それぞれが関心のあるテーマでプレゼンテーションを行いながら、
サッカー競技全般の見識を理解する。

9
佐賀大学
（本庄）

現代社会の分野特別講義（多
文化社会論）

前学期 水３
対面及び遠

隔
教養科目 5人

　今日の多くの社会は「多元的である」とか「多文化的である」といわれる。
また、同時に多元的・多文化的な社会において、他者や異文化との共生
の必要性も議論されている。たしかにグローバリゼーションのもとで国境
を越えた人の移動も多くなり、複数の文化によって構成される国において
は、先住権や文化維持権をめぐる論争などもしばしば見受けられるが、今
日の多元社会や多文化社会においてはなにが問題とされ、他者や異文化
と共生をするためには、どのような課題が解決されなければならないのだ
ろうか。この講義では、主に現代政治理論の分野における多文化社会の
理論や論争を紹介し、ヨーロッパの多文化社会をめぐる問題と共生に向
けての制度やその他の取り組みについて議論を行う。

遠隔授業の際は、zoomを使用する予定。

10
佐賀大学
（本庄）

現代社会の分野特別講義（西
洋近代社会思想史）

前学期 木２
対面及び遠

隔
教養科目 5人

　近代初頭のマキャベリから今日のリベラリズムに至る西洋の社会思想
史につき、それぞれの思想が出現した時代と思想の文脈、思想家が直面
していた問題を概観する。まず、講師がそれぞれの思想家につき議論を
行い、その今日的意義や問題点などについて全員で議論を行なう。

遠隔授業の際は、zoomを使用する予定。

11
佐賀大学
（本庄）

ドイツ文学Ｂ 後学期 集中 対面のみ 教養科目 5人

　読書を通じて異文化への興味を高めることを目指す授業です。ドイツ語
圏の代表的な文学から２作品を取り上げ、作品が成立した背景や作者に
ついて学び、内容や表現の分析を通じて様々な角度から作品を味わいま
す。
　今回取り上げるのは次の２作品です。
●ヨハンナ・シュピリ『ハイジ』
●ミヒャエル・エンデ『モモ』

12
佐賀大学
（本庄）

コミュニケーション論 後学期
常時

受講可

e-Learning
（オンライ

ン）
教養科目 30人

　本科目は、総合的なコミュニケーション能力の向上につながる基本的な
知識や技能を修得するための講義を行う。基礎理論、言語、非言語コミュ
ニケーション、対人的コミュニケーションから異文化コミュニケーションまで
を包括的に取り扱う。講義は複数名の教員で担当するオムニバス形式の
授業である。

佐賀大学のe-Learningシステムにアクセスして
受講。

13
佐賀大学
（本庄）

原子の発見 後学期 水２ 対面のみ 教養科目 5人

　この世界にあるすべての物質は、原子という小さな粒子が多数集まって
できています。これは、現代では常識です。しかし、我々は普段の生活の
中で原子の存在を意識することはありません。原子はとても小さいので、
その一つ一つを直接目で見ることができないからです。理科の時間に使っ
た光学顕微鏡を使っても見えません。原子を見るには電子顕微鏡が必要
です。
　原子は今から100年ほど昔の20世紀初頭に、その存在が確立されまし
た。その時代には、電子顕微鏡はありませんでした。電子顕微鏡は、原子
の存在が確かめられ、原子がさらに小さな原子核と電子からできているこ
とがわかった後に開発されたからです。虫眼鏡や光学顕微鏡しかない時
代に、どのようにして原子の存在を確かめたのでしょうか？
　この授業では、人類がどのようにして原子の存在を確かめたのかを、
じっくりと講義します。人類の原子をめぐる冒険は古代ギリシャ時代から始
まります。アリストテレス、ガリレイ、ニュートン、アインシュタインなどの哲
学者・科学者がこの冒険の登場人物です。歴史に名を残すような偉大な
学者も、たくさんの失敗や間違いをしました。先人達の試行錯誤を知るこ
とで、科学的に考えるとはどういうことなのかについても話します。
　講義は板書、スライド、動画などを使って行います。理解を助けるために
実験や解析の疑似体験も行います。

14
佐賀大学
（本庄）

近代サッカーの成立と進歩 後学期 水３ 対面のみ 教養科目 5人
　この授業科目は、単にサッカーをする授業ではない。近代サッカーの理
論を講義から理解すると共に、その理論を基とした技術・戦術の理解と体
得を目指す科目である。

15
佐賀大学
（本庄）

柔道の歴史と技法 後学期 水３ 対面のみ 教養科目 5人
　本講義は、柔道未経験者を対象にして柔道の歴史背景や文化、理論、
哲学等と合わせて初歩的な技術を学ぶ科目です。試合は原則しませんの
で、争うことが苦手な人でも問題ない内容になっています。

柔道着は各自で用意してください。

16
佐賀大学
（本庄）

西洋史 後学期 木２
対面及び

オンデマンド
教養科目 5人

　近現代ヨーロッパ（フランス）の歴史をさまざまなトピックに分けて学んで
いく。現代社会には教育、家族、宗教、移民、言語、政治などの分野にお
いて、さまざまな社会問題が存在し、これらの社会問題の起源・本質を知
るために19世紀のヨーロッパの歴史を考察する。また、同時代の日本の
歴史を比較検討することで、近現代の歴史についてグローバルに学んで
いく。

担当者の業務の都合により、第1回授業
（10/3）、第5回授業（10/31）、第9回授業
（12/5）、第12回授業（1/9）は動画配信のオンデ
マンド授業を実施いたしますので、ご了承くださ
い。

17
佐賀大学
（本庄）

インタラクティブコンテンツ入門 後学期 集中 対面のみ 教養科目 5人

　集中講義として実施。
　原則として対面授業。
　この授業は、まず（１）Unityを使用することで仮想3次元空間について理
解し、（２）その空間に物体を置いて色や大きさや照明などの効果を理解
し、（３）それらをインタラクティブに操作する方法を理解する、あわせて
（４）VRやMRなどの先端的社会状況について論考する。

この授業では3DCGのモデリングやプログラミングなどの詳細には触れ
ない。

毎回の授業において、グループディスカッションなどを取り入れる。
Unityがインストール可能な性能（Intel Core i7 & Memory 8GB以上）の

PC持参が必須。
インターネット接続環境は、学内無線LANもしくは、個人のモバイルルー

タなどを利用。

Unityが動く性能のノートパソコン必携
コロナ渦の状況に鑑み、オンライン会議システ
ムを使う場合がある。
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No 開講大学 科目名 開講時期
曜日
校時

授業形式 カテゴリ
受入
定員

授業概要等 他大学生による履修上の注意

令和6年度（2024）大学コンソーシアム佐賀　共通教育科目一覧

18
佐賀大学
（本庄）

データサイエンスBasicⅠ 後学期
受講期間
を指定

遠隔授業
（オンライ

ン）
教養科目 5人

本講義では、数理・データサイエンス・AIを日常生活や仕事などの場で利
活用できる基礎的素養を身に付け，これらを問題解決や他者との円滑な
コミュニケーション等に正しく活用できる人材を育成することを目的として，
授業計画に記した内容について学ぶ。

佐賀大学のe-Learningシステムにアクセスして
受講。

19
佐賀大学
（本庄）

データサイエンスBasicⅡ 後学期
受講期間
を指定

遠隔授業
（オンライ

ン）
教養科目 5人

データを読み解くために必要な基本的な統計知識と，データを活用するた
めに必要な基本的な統計手法について解説し，演習課題を通してスキル
の定着を図る。

佐賀大学のe-Learningシステムにアクセスして
受講。

20
佐賀大学
（本庄）

STEAM学習基礎 後学期 水１ 対面 教養科目 5人

本講義ではSTEAM学習の基礎として、STEAM教育の歴史や、デザイン思
考等の探究に必要なフレームワークを学びます。また、CADソフトで簡単
な小物を設計し、3Dプリンターを用いて実際に製作したり、LEGO SPIKEを
用いてチームで与えられた課題をクリアする簡単なロボットの製作等も行
う予定です。さらに、企画立案力やプレゼンテーションスキルの向上を目
的として、小中高生向けのＳＴＥＡＭイベントを企画し、ピッチを行います。

Fusion360,レゴSPIKEアプリをダウンロードして
実践を行いますので，ノートパソコンを持参して
ください。

21 西九州大学 現代社会と倫理 前学期 教養科目 10人

科学技術の進歩は、伝統的な倫理観に対立する事象を多く生み出してき
ている。医療の分野における技術革新は脳死問題、生体臓器移植等々を
生み出し、伝統的な生命観を超えた問題を提起している。環境問題につ
いても課題は山積である。現代において倫理的問題を語ることの難しさを
実感することが狙いである。SDGｓとの関連についても理解を深める。

22 西九州大学 多文化社会学 前学期 教養科目 10人

本講義では、近年の急激なIT化、少子高齢化、グローバル化など、国際
的環境状況の変化によって、現代社会がどのように変化したのかについ
て社会学的にアプローチする。これらの多様化・多文化・個性化現象の変
化に伴う課題とその解決策について議論しながら、何よりも学生自身が主
体的、自主的に考えられるように指導する。

23 西九州大学 人間論と現代思想 後学期 教養科目 10人

「人間とはなにか」という根本的な問題を西洋近現代の思想を通して探
る。人間の尊厳や自立といった論点を理解するには根本的な人間理解が
必要である。まずデカルトの「心身二元論」の理解及びその限界を明らか
にする。最後に統一的な人間像を把握へと進む。SDGｓの関連についても
理解を深める。

24 西九州大学 変わりゆく国際社会を生きる 後学期 教養科目 10人

本授業は、アジアを中心とした国際社会の在り方や、異文化の様態・多文
化共生について学ぶとともに、「日本」や「九州・佐賀」を客観的にとらえる
視点を養うものである。
本授業は、SDGｓに関する世界観、歴史観、倫理観について多種多様な
視点から捉える力を養い、自ら考える力を身につけることを目的としてい
る。

25 西九州大学 地球環境科学 後学期 教養科目 10人
環境の変化を科学的な視点から捉え、様々な地球環境問題について学習
する。
環境負荷の軽減について考える。

26
佐賀女子短期大

学
多文化共生の理解 前学期 対面のみ 専門科目 5人

様々な文化・宗教・社会的背景を有する人々の存在を知り、認め、共に生
きる、それが「多文化共生社会」。6名の教員がそれぞれの専門分野の視
点から多文化共生に関する講義を行ない、一巡するごとにディスカッショ
ンを行います。

27
佐賀女子短期大

学
発達障害の理解 前学期 対面のみ 専門科目 5人 「耳にしたことがあるかもしれない発達障害や自閉症について、その特徴

や関わり方のヒントについて学びます」
女子学生に限る

28
佐賀女子短期大

学
子育てサポートの理論と実際
Ⅰ

前学期 対面のみ 専門科目 5人 「子育て支援はなぜ必要なのか、どんな支援が求められているのか、実践
者の話を交えながら、考え学びましょう。」

女子学生に限る

29
佐賀女子短期大

学
世界の神話 後学期 対面のみ 専門科目 5人

神話とは、さまざまなもの／ことの起源を、超人間的な存在に託して語る
物語。現代においてもさまざまな局面で再生産され続けています。人類に
最も強く影響を与え続けてきた旧約聖書とギリシャ神話に記された、世界
と人間の始まりを語る神話を読むことを通して、「神話」を必要とする私た
ち自身について考えてみましょう。

30
九州龍谷短期大

学
現代と人間 前学期 対面のみ 教養科目 制限なし

釈尊・親鸞の思想を通して、深く人間をみつめる力を身につけることを、目
的とします。
わたしたちは、現代という時代の、具体的な社会の中に生きる存在です。
したがって、具体的な現代社会の様々な問題を通して、仏教に生きる人間
の姿勢について深く学ぶことができる講義にしたいと考えています。

原則対面授業ですが、状況に応じて遠隔授業
（zoom・ビデオオンデマンド等）にて実施する可
能性があります。

31
九州龍谷短期大

学
心理学概論A 前学期 対面のみ 教養科目 制限なし

本講義は心理学に対する興味・関心を高めるための入門編にあたりま
す。まずは、心理学の基本理論を押さえ、その後、神経心理学・認知心理
学・学習心理学・精神分析等を中心に、行動に現れる人の心に関する研
究を幅広く紹介し、実際に体験しながら、人間の心のしくみについて理解
を深めます。

原則対面授業ですが、状況に応じて遠隔授業
（zoom・ビデオオンデマンド等）にて実施する可
能性があります。

32
九州龍谷短期大

学
生命論 後学期 対面のみ 教養科目 制限なし

現代における「いのち」に関する様々な問題を考えます。「いのちの大切
さ」はよく言われますが、私たちは「誰のいのちが、なぜ、どのように大切
なのか？」を具体的に問う機会が無く、ただ漠然と受け止めていないでしょ
うか。生が良いことで死が悪いことという価値観では、最後みんな悪い結
果に終わることになります。この生命論では、「生老病死」をキーワード
に、人（自分）が生きること、死ぬことを考えます。また、生まれてきたこと、
産むことを含め、性とセクシュアリティについても学べるようになっていま
す。皆さんの今のいのちの問題となる話題も含め、グループディスカッショ
ンで考えを深めます。

原則対面授業ですが、状況に応じて遠隔授業
（zoom・ビデオオンデマンド等）にて実施する可
能性があります。

33
九州龍谷短期大

学
仏教入門 後学期 対面のみ 教養科目 制限なし

２１世紀に入り、世界では様々な問題が噴出し、人々は精神的に大きな苦
悩を抱え、強く明るく生きることが困難になってきています。このような現実
に仏教はどう応えるのでしょうか。「人間として真に生きるとはどういうこと
か」について考えていきます。

原則対面授業ですが、状況に応じて遠隔授業
（zoom・ビデオオンデマンド等）にて実施する可
能性があります。

34
西九州大学
短期大学部

異文化理解 前学期 水3
遠隔授業

（リアルタイ
ム）

教養科目 制限なし

多文化社会へと進む時代を生きていくためには、グローバルな考え方を
持ち、適切に対応していくことが必要である。授業では、異文化への理
解、異文化コミュニケーションについて学ぶことで、多文化共生社会のグ
ローバルな視点、身近な他者への理解と物事を捉える力を身に付ける。

35
西九州大学
短期大学部

心理学入門 後学期
常時

受講可

遠隔授業
（オンデマン

ド）
教養科目 制限なし

日常的なテーマについて心理学の知識を基に生物としてのヒトの生活、自
己と他者の違いなどを理解して、良識ある社会人として、主体的・自立的
に行動できる力の向上をめざす。さらに、地域社会への貢献に努め、すす
んで社会に奉仕できる有能な職業人としての基礎力を養うことをねらいと
する。

【科目数約３００科目】
科目については「冊子：授業科
目案内」に掲載

https://www.ouj.ac.jp/booklet/2024/08_2024-1_gakubu_kamoku.pdf

【オンラインシラバス検索】

佐賀大学 https://lc2.sc.admin.saga-u.ac.jp/lcu-web/SC_06001B00_21/init

西九州大学・西九州短期大学部

http://er.nisikyu-u.ac.jp/ABU0300

佐賀女子短期大学 https://a3web.ap-cloud.com/web_asahigakuen/syllabus/se0010.aspx?me=EJ&opi=mt0010

九州龍谷短期大学 https://www.k-ryukoku.ac.jp/students/

放送大学

【通年開講】
第１学期と
第２学期の
両方で開

講

インター
ネット等で
場所、時間
を問わず
に受講可

能

放送授業
オンライン授

業

基盤科目
導入科目
専門科目
総合科目

制限なし

科目の授業概要は「授業科目案内」や「シラバス検索」
で確認ください。
【シラバス検索】
https://www.ouj.ac.jp/kamoku/kyouyou/C/

【受講方法】
インターネット等（PC、スマートフォン、タブレット
等）、BS放送（テレビ・ラジオ）、インターネットラ
ジオ（radiko.jp）、佐賀学習センター等
・１学期は６ヶ月間で完結します。
・印刷教材（テキスト等）は授業料に含まれま
す。
・オンライン授業教材はインターネットで提供で
す。

2
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コスメティックサイエンス学環専任教員の業務管理について

項番 区分 職位 ⽒名 コスメティックサイエンス学環 連携協⼒学部等
1 専従基幹教員 教授 A 100 0 理⼯学部
2 専従基幹教員 教授 B 80 20 理⼯学部
3 専従基幹教員 教授 C 80 20 農学部
4 専従基幹教員 教授 D 100 0 理⼯学部
5 専従基幹教員 教授 E 80 20 農学部
6 専従基幹教員 准教授 F 80 20 理⼯学部
7 関連基幹教員 教授 G 20 80 理⼯学部
8 関連基幹教員 准教授 H 20 80 理⼯学部
9 関連基幹教員 教授 I 40 60 農学部
10 関連基幹教員 教授 J 40 60 農学部
11 関連基幹教員 教授 K 40 60 農学部
12 関連基幹教員 准教授 L 40 60 農学部
13 関連基幹教員 准教授 M 20 80 理⼯学部
14 関連基幹教員 准教授 N 20 80 保健管理センター

※エフォート管理の対象とする内容は、教育及び学環（学部）運営に関するもののみ。

業務管理（エフォート）割合
連携協⼒学部名等
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佐賀大学コスメティックサイエンス学環教授会規程（案） 

（平成１６年４月１日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 佐賀大学教授会規則（平成１６年４月１日制定）第８条の規定による佐賀大学コス

メティックサイエンス学環教授会（以下「教授会」という。）の組織、権限、運営等につ

いては、この規程の定めるところによる。 

（組織） 

第２条 教授会は、専任の教授をもって組織する。 

（審議事項） 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、当該事項を審議し、

意見を述べるものとする。 

(1) 学環長候補者の選考に関する事項 

(2) 教員（非常勤講師を含む。）の配置要望に関する事項 

(3) 教育課程の編成に関する事項 

(4) 学生の入学、卒業及び課程の修了並びに学位の授与に関する事項 

(5) 学生の転学部及び転学科に関する事項 

(6) 学生の懲戒に関する事項 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学環長等（以下「学長等」という。）

がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べることができる。 

（議長） 

第４条 教授会に議長を置き、学環長をもって充てる。 

２ 議長は、教授会を主宰する。 

３ 議長に事故があるときは、学環長があらかじめ指名した教授が、その職務を代行する。 

（審議事項等の通知） 

第５条 教授会の審議事項等は、あらかじめ通知するものとする。ただし、緊急の場合は、

この限りではない。 

（議事） 

第６条 教授会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ、議事を開き、議決をすること

ができない。 

２ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。ただし、教授会が特に必要があると認めた事項については、出席者の

３分の２以上の多数をもって議決しなければならない。 

３ 次に掲げる者は、構成員数に算入しないものとする。   

(1) 外国出張、海外研修旅行、内国出張（内地研究員等）及び研修旅行中の者 
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(2) 長期療養等やむを得ない事情により１月以上出席できない旨の承認を得ている者 

（議事録） 

第７条 議事その他必要な事項は、議事録に記載し、次回以降の教授会において、その内容

を確認するものとする。 

（事務） 

第８条 教授会の事務は、理工学部事務部が行う。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、教授会に関し、必要な事項は、教授会が別に定める。 

  

附 則 

 この規程は、令和８年４月１日から施行する。 
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